
平成１７年１月１９日 

（市長記者会見資料）                     

 

京 都 市 

                  （消防局庶務課 212-6629） 

 

京都市消防活動総合センター（仮称）の整備について 

 

 京都市では，現在，平常時，大規模災害時を通して消防活動の拠点となる総合的な

機能を持つ「京都市消防活動総合センター（仮称）」を，全国の消防機関では初めて

の施設として整備を進めています。 

当センターは，平常時には，消防車両の点検整備や活動器材の備蓄・補給等を行う

消防活動の支援施設や，消防学校・訓練施設として運用し，地震等の大規模災害発生

時には，緊急消防援助隊（以下，「援助隊」とする）の活動拠点として最大約４００

隊・１，８００人が長期の支援活動を行える施設として運用します。 

この度，第１次整備分が３月に完成し，第２次整備分に着手する見通しとなりまし

たので，センター全体が持つ総合的な機能について，次のとおり，お知らせします。 

 

 

１ 施設概要 

（１）建設場所   南区上鳥羽塔ノ森下開ノ内他    

         [名神高速道路京都南インターチェンジ，国道１号線・１７１号

線に近接した土地]  

（２）敷地面積  約３４，０００㎡ 

（３）施設内容  平 常 時：活動支援施設，消防学校，訓練施設 

         大規模災害時：後方支援拠点，作戦情報室，援助隊集結場所 

総延床面積 約１５，５００㎡ 

（４）総事業費  １１２億円（予定） 

 

２ 整備計画 

（１）第１次整備   

  ア 敷地面積 約７，０００㎡ 

  イ 整備施設 管理棟（資器材備蓄倉庫，消防活動支援車両車庫，事務室） 

整備棟（車両整備，燃料等補給施設，化学消火薬剤保管庫等） 

２棟計延床面積 約３，９００㎡ 

  ウ 年次計画 

実施設計 平成１４年度 

建  設 平成１５～１６年度 

開所予定 平成１７年３月１８日（金） 

  エ 事 業 費 ２３億２，７００万円 

  ※ 右京区天神川御池にある装備課を移転・整備 

 

（２）第２次整備 

    ア 敷地面積 約２７，０００㎡ 



イ 整備施設 消防学校，訓練施設等  延べ約１１，６００㎡ 

  ウ 年次計画（予定） 

   実施設計 平成１７年度 

     開所予定 平成２０年度 

エ  事 業 費 ８９億円（予定） 

※ 伏見区深草にある消防学校，訓練施設を移転・整備  

 

３ 施設機能 

（１）平常時 

   消防車両等の点検整備や活動器材の備蓄・補給をはじめ消防活動支援車両等

を一元管理することにより災害現場活動を支援するとともに，消防学校として

消防職員及び消防団員に対する訓練，研修を実施する。 

 

（２）大規模災害時 

   地震等の大規模災害発生時には，全国から集結する援助隊の活動拠点として，

最大約４００隊・１，８００人の援助隊を収容し，情報提供や効率的な部隊運

用を行うとともに，長期活動に備えた消防活動器材，燃料の補充等を行う。 

 

４ 機能比較 

 

 

 

区  分 平 常 時 大 規 模 災 害 時 

第１次整備 活動支援施設 

・特別装備隊（空気充填車，電源照

明車等で構成）の配置，運用（ 

２４時間体制） 

・消防車両の点検整備 

・活動器材の備蓄，補給 

→後方支援拠点 

・援助隊への活動器材，燃料の

補給 

・援助隊の車両，器材の緊急修

  繕 

・特別装備隊の運用 

消防学校 

・新規採用職員の研修（全寮制）

・消防職員の教育研修 

・消防団員の教育研修 

・鑑識，危険物の性状試験等 

→作戦情報室   

・消防指令システムを活用し

た援助隊の指揮統制 

・消防機関相互の情報連絡 

・援助隊の受付・登録 

  ・援助隊への情報提供 

  ・援助隊の待機，宿泊施設 

第２次整備 

 

 

訓練施設 

・消防職員訓練 

一般建物や中高層建築物，街区を

想定した火災訓練や救助訓練 

・消防団員訓練 

操法訓練等 

・自衛消防隊，自主防災会等の訓練

→援助隊集結場所    

・援助隊の車両集結場所 

  （消防車両最大４００台分収

容可能） 

・ヘリコプター緊急離着陸場 

・援助隊の待機，宿泊施設 

  ・物資の応急集積 



※ 緊急消防援助隊 

阪神・淡路大震災の教訓を踏まえ，国内で発生した大規模災害に迅速に対応す

るために平成７年６月に発足した全国的な消防機関相互の応援部隊。 

  大規模・特殊災害発生時には，消防庁長官の指示又は求めにより部隊が出動。 

 

※ 特別装備隊 

  平成１１年４月１日，災害現場活動の支援体制の充実を図るため，消防局装備

課に配置した京都市の部隊。２４時間体制で電源照明車，空気充填車（消防隊

員が現場活動で使用する空気呼吸器用のボンベに空気を充填する装置を積載し

た車両），クレーン車，多目的物資搬送車等を運用し，災害現場で活動する部隊

の支援活動を行う。 

 

※ 参考「他都市の緊急消防援助隊受入施設の機能」 

 

都市名 受入施設 敷地面積等
後方
支援
拠点

作戦
情報室

援助隊
集結
場所

活動
支援
施設

消防
学校

訓練
施設

京都市 京都市消防総合活動センター
３４，０００㎡

（予定）
○ ○ ○ ○ ○ ○

千葉市 千葉市消防学校 ６５，４７０㎡ × × ○ × ○ ○

横浜市 横浜市消防訓練センター ５４，０９３㎡ × × ○ × ○ ○

札幌市 札幌市消防学校 ４８，７９３㎡ × × ○ × ○ ○

大阪市 大阪市消防学校 ４１，２７７㎡ × × ○ × ○ ○

名古屋市 名古屋市消防学校 ３９，３８３㎡ × × ○ × ○ ○

福岡市 福岡市消防学校 ３３，６２５㎡ × × ○ × ○ ○

神戸市 神戸市市民防災総合センター ２９，６８１㎡ × × ○ × ○ ○

川崎市 川崎市消防総合訓練場 ２３，２５４㎡ × × ○ × × ○

広島市 広島市西風新都消防訓練場 ２１，９９５㎡ × × ○ × × ○

北九州市 北九州市消防局訓練教育センター ２０，６５０㎡ × × ○ × × ○

東京消防庁消防学校 ３３，１６５㎡ × × ○ × ○ ○

第八消防方面本部訓練場 １１，５００㎡ × × ○ × × ○
東京都














